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豪3年国債利回り

（単位（%））

2026/3/31 2週間前 1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前

4.65 4.55 4.22 4.13 3.55 3.70

円／豪ドル

（単位（円））

2026/3/31 2週間前 1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前

108.96 112.91 111.26 104.53 97.88 93.19
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（注）左グラフは2025年3月31日～2026年3月31日、右グラフは2026年3月17日～2026年3月31日。日時はニューヨーク時間。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

豪ドルの対円推移（過去1年）

※当資料は「アジアリサーチセンター」のレポートを基に作成しています。

25日発表の2月消費者物価指数（CPI）は前年比＋3.7％と伸び率は前月から0.1％の低下にとどまり、今後の利上げ予想を

覆すには至らず、市場への影響は限定的でした。この期間、中東地域における紛争長期化などへの懸念を背景に、各国のインフレ

懸念や世界経済の先行き不透明感が強まりました。一部の主要国・地域で利上げが意識され始め、利上げで先行する豪州の優

位性が揺らいだことや米国の利下げ観測も後退したことなどから、豪ドルは対米ドルで下落し、対円でも下落しました。

豪ドルの対円推移（過去2週間）

為 替 ここ2週間の豪ドルの対円レートは、下落しました。

（注）左グラフは2025年3月31日～2026年3月31日、右グラフは2026年3月17日～2026年3月31日。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

3年国債利回りの推移（過去1年）

中東情勢の緊迫化に伴う原油価格上昇によるインフレ懸念の高まりを受けて、豪州準備銀行（RBA）による追加利上げ観測が

高まったことなどから、23日にかけて豪州3年国債利回りは大きく上昇（債券価格は下落）しました。その後は、23日に米トランプ

大統領が米国によるイランの発電所への軍事攻撃を延期すると明らかにしたことや、3月末にかけては世界経済の見通しが引き下げ

られたことなどから米国国債利回りが低下し、連れて豪州3年国債利回りも低下する局面がありました。

3年国債利回りの推移（過去2週間）

金 利 ここ2週間の豪州3年国債利回りは、上昇しました。
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